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男女共同参画センターの数と運営形態

男女共同参画センターは全国に369施設

公設公営

公設民営

民設民営公設公営 229
（６2％）

公設民営
111
（30％）

民設民営 29
（8％）

ＮＷＥＣ女性関連施設データベースから小山内作成（2016年3月）
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男女共同参画参画センターの実施事業

学習・研修事業303(82%)

情報事業283(77%)

相談事業273（74％）

調査研究134（36％）

協働事業199（54％）
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実施している事業

ＮＷＥＣ女性関連施設データベースから小山内作成（2016年3月）

・女性の総合
支援施設

・ワンストッ
プサポート
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情報

交流

自主活動
支援

啓発・学
習

相談

文化活動

調査・研
究

男女が互いにその個性と能力を
発揮し、喜びも責任も分かち合
う男女共同参画社会の形成に向
けて、男女平等意識の確立や男
女の自立、女性のエンパワーメ
ントなどを図るための活動を進
めるための地域の拠点施設で
す。

青森県男女共同参画センター

○平成13年6月
青森県の男女共同参画の推進拠点
としてオープン（公設公営）
○平成18年4月
指定管理者制度導入ＡＳＴＡＣ・Ｇ
が受託（公設民営）
○平成２７年４月
指定管理者青森コミュニティビジネ
スが受託（公設民営）

地域住民と直接、接して
いる現場である男女共同
参画センターは
活力ある地域社会を形成
するために、
地域において、男女と
も、希望に応じて、安心
して働き、子育てするこ
とができる地域社会の実
現をめざしている
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第4次男女共同参画基本計画
（Ⅳ 推進体制の整備・強化 ３ ウ）

男女共同参画センターは男女共同参画に関する意識啓
発や知識習得に加え、男女共同参画の視点から地域の
課題を解決する実践的活動の場
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
①研修、情報提供、自主的活動の場の提供、相談、調
査研究等の機能を有し、男女共同参画の推進の重要な
拠点
②女性の人材発掘・育成の拠点
③男女共同参画の視点からの地域の防災力の推進拠点
④センター事業は地域のニーズや現場の声を踏まえた
ものである
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ポジショニングマップに落とし込む
と・・・

働いていない・
働けない

働いている

経済的に

苦
し
い

豊
か

経済的に余裕があり、就労希
望はない専業主婦

潜在的に働きたいと思ってい
る専業主婦

キャリア女性（正規雇用）

経済的に余裕のない
兼業主婦

母子家庭の母親

経済的に困窮している
専業主婦

親世帯に経済的余裕がない若
年無業女性

（ニート、引きこもり）

『家事手伝い』として親世帯と
同居している若年無業女性

一般職女性（正規雇用）

家計補助にパートタイマー
として働く兼業主婦

非正規雇用で働く
単身女性

女性の一人ひとりが直面する課題が違う

就
労

女性の現況
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平成27年版 男女共同参画白書より

女性の活躍
光が当たりやすい
正規職員（約4割）

女性の活躍
光が当たりにくい
非正規労働者

↓
企業内訓練（研修）
を受ける機会が少な
く、キャリアアップ
がむずかしい。

社会全体で女性の活躍推進を応援する機
運は高まってきているが・・・働く女性
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地域におけるジェンダーギャップ

項目 現状 成果目標
自治会長に占める女性の割合 4.9％（平成２７年） 10％（平成３２年）
ＰＴＡ会長に占める女性の割

合
12.5％

（平成２７年）
ー

家族経営協定の締結数 54,190件
（平成25年度）

70,000件
（平成32年度）

農業委員に占める女性の割合 6.3％
（平成２５年度）

10％（早期）、更に
30％（平成３２年度）

自主防災組織役員に占める
女性の割合

（参考）H24年
静岡県調査 13.7％

ー
（30％）

女性の活躍の状況や、就業・生活の状況は、地域によりさまざまな特徴があ
り、一様ではないことから、それぞれの地域の特徴を十分踏まえたうえで今
後の取組を進めていくことが求められる。
地域の特色を生かしながら、活力のある地域づくりを進めていくことが必要。

地域
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男女共同参画センターは男女共同参画に関す
る意識啓発や知識習得に加え、男女共同参画の視点
から地域の課題を解決する実践的活動の場

（第４次 Ⅳ-３より）

ジェンダー視点を踏まえた実践的な
プログラムを提供しながら、女性の活躍
を図る
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（事例1）「防災」という地域
課題の解決に向けた実践的活動

事業名
「男女共同参画の視点を取り入れた避難所運営訓練」
目的
避難所の運営や災害現場等での意思決定過程に女性の参画が十分に確
保されていなかったため、男女のニーズの違いや男女双方の視点に配
慮した対策が不十分であったという東日本大震災の教訓を受け、男女
共同参画の視点を取り入れた避難所運営について学び・実践すること
で、多様性配慮や災害時における女性リーダーの育成を目的とした。
実施
この４年間で、青森市、八戸市、三沢市、おいらせ町、階上町の３市
２町で14回取組み、2,000人以上の住民が「学び」「気づき」「考
え」「実践・行動」というプロセスを通して実践。

第11分野
男女共同参画
の視点に立っ
た防災・復興
体制の確立
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女性が中心となって実施した三沢市
淋代地区の避難所運営訓練（10/17）

事前ワークショップ

避難所運営訓練

ふりかえり
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プロセスを大切にしたプログラムが
女性リーダーの育成につながる

学び
気づ
き

考え
る

実践
ふり
かえ
り

自信
意欲
行動

東日本大震災の教訓
や、固定的性別役割
分担意識の強化に
よって生じた事象に
ついて伝える

女性でも発言していいん
だ、自分のこれまでの経
験が役に立つ、女性も必
要とされているというよ
うに、女性リーダーの必
要性に気づく

避難所運営の中で、
自分たちにできるこ
と、しなければなら
ないことを具体的に
考える

考えたことを実践するこ
とで、また、新たな課題
を発見し、行動しながら
考える。
実践したことで、達成感
があり、自信につながる。

実施内容を確認し、
成果と課題をみんな
で語り合うことで、
共感・共有の場とな
り、連帯感が生まれ
る

事前ワークショップ 避難所運営
訓練

女性のエンパ
ワーメントに
つながった

安心・
安全な
場/互い
を尊重
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三沢市淋代町内会（自主防災会）
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・私は、平成２６年淋代町内会役員に選出されましたが、女性は私だ
けでした。何もわからず、他の役員の方々の話を聞いているだけで、
自分の力不足もあり、女性一人では何もできない複雑な思いをしてお
りました。
・そのようなモヤモヤを抱えている中、今回の避難所運営訓練の運営
委員は町会長の誘いもあり、３９人中、女性が３５人。みんなで意見
を出し合って、充実感を持ちながら取り組めました。
・いろんな事を「学び」「気づき」「知る」事ができて、とても感謝
しています。訓練を通して自分たちにも様々な事が出来るのだと感じ
ました。
・そして、いまは、町内の役員に女性を増やし、女性だけの委員会を
作って、地域防災をはじめ、町内会の活動等積極的に参加し、活動す
る事で盛り上げて行こうと動き出しました。

（三沢市避難所運営訓練 運営委員長 浪岡寿子）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
女性たちが地域で活躍するためには、共感・共有できる女性の仲間が必要！



「女性の人た
ちが大活躍し
ていた！」

「男女が協力す
ることが大切」

「性別関係なし
で動けば仕事が
はかどる」

地域の次世
代を担う中学
生の意識の
変革にもつな
がっている

地域では
次の自主防
災会長に女
性をという
動きが！

八戸市小中野地域避難所運営訓練では

中学生の声
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地域で女性活躍の加速を図るには

草の根的に地域住民の意識を変えていくことが大切

○防災＝男の役割
○自治会長は男性
○自主防災会の会長は男性、炊出しやケア役割は女性
○PTA会長は男性・それを支える女性
○農業女性は仕事も家事・育児もしっかりやってあたりまえ

女性たち自身も、自分たちがやっていることは大したことでは
ないと自信がない。ケア役割を担うのが女性の役割だと思って
いる。

地方・田舎に行けばいくほど、固定的な性別役割分担意識が強い。

第４分野
地域・農山漁村、
環境分野におけ
る男女共同参画

の推進
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（事例２）女性の就労支援プログラム
＜主催 公益財団法人横浜市男女共同参画推進財団＞

事業名
女性のための学び直しプログラム

目的
結婚、出産、その他のさまざまな理由により離職した女性が、一人ひとり

のライフプランにあった働き方の見通しを立てたうえで、保育・介護・看護分
野の実践的な知識、技術、技能を身に付けて、就労することを支援する。
実施内容

Ａ プログラム説明会
Ｂ キャリアプランイング講座
Ｃ 個別キャリアカウンセリング（1回目）
Ｄ 施設見学ツアー
Ｅ インターンシップ
Ｆ 専門研修
Ｃ 個別キャリアカウンセリング（2回目）
Ｇ 修了生の会

第3分野
雇用等における
男女共同参画の
推進と仕事と生
活の調和
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キャリアアップ型＋マインドアップ型
ポイント 現状 男女共同参画センターの役割

他機関との連
携・協働

多岐にわたる支援が必
要

地域の社会資源や自治体の関連部署との連
携・協働が不可欠

一時保育 自分の学習のために子
どもを預けることに罪
悪感

無料あるいは安価に一時保育を実施し、積極
的に利用してもらうことで、プログラムの学
習に集中してもらい、子どもを預けることに
対する不安や罪悪感を取り除く

受講生との関
わり

幅広い年齢、シングル
女性、子どもの年齢も
多様、病気を抱えてい
る、ＤＶ被害者・・・

受講生一人ひとりの考え方や多様性を尊重し、
適度な距離感をもって伴走する。
受講生からの相談には、あくまでも担当職員
として話を受け止め、センター内外の適切な
相談先につなぐ

安心・安全な
場

一人ひとり抱える課題
が違う

受講生の主体性を尊重し、場の状況を把握し、
必要な時は介入し安全を維持する。

ライフステー
ジ

結婚、妊娠、出産、子
育て、介護などのライ
フイベントに左右され
やすい

ライフステージに合わせたキャリアの積み方、
働き方を中・長期的視点で考える講座にする

（公財）横浜市男女共同参画推進協会発行「保育・介護・看護分野での女性の就労促進学びの直しプログラム 実施ガイド」より小山内が作成
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男女共同参画センターが実施する
ワンストップサポート
○女性一人ひとりが抱える課題が違う
⇒集団研修と個別対応の組み合わせプログラム
○受講生に対し、生活状況に合わせた継続的な関わりが必要
⇒拠点をもつ強み。そこに継続的に「伴走する」担当
者がいる

○参加型プログラム
⇒受講生のコミットメントを高め、受講者同士の相互支援を
可能にする

研修・情報・相談という総合支援施設の「つよみ」を活かし、
女性が持っている力を信じ、引き出し、
自らの力で一歩踏み出すきっかけをつくる
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横断的取組みの必要性

男女共同
参画セン
ター

防災担当

福祉部局

男女共同

住民

ＮＰＯ

市民団体

民生委員

町内会

自主防災

男女共同参画の視点をもつ男女共
同参画センターが横串を指しなが
ら事業を展開することで、
女性活躍の加速につながる。
そのためには、予算を！

交付金を増やし
地域の課題解決に向け
た、独自の取組みがで
きるための支援が必要

19



ジェンダー主流化のためのバックアップ
（講師派遣や研修会の開催）

目的 農山漁村における女性
リーダーの育成

女性消防吏員を増やす 女性職員活躍とワーク
ライフバランス推進

主催 青森県農林水産部 青森県消防学校 防衛省
対象 VIC・ウーマン（農業女

性リーダー）等の指導者
である農業改良普及員

消防職員幹部教育中級幹
部
研修

自衛隊幹部職員
研修

目的 デートDVの認知度 セクシュアル・ハラスメ
ント/パワーハラスメント
のない職場づくり

施策の実施に携わる
市町村職員の男女共
同参画への理解

主催 男女共同参画センター 関係機関 市町村
対象 学校教員

民生委員
主任児童員

大学教員
消防関係者
警察関係者

市町村職員研修

上記関係者が、男女共同参画の必要性を理解はしていても、す
べての施策及び事業に男女共同参画の視点を取り入れて実施す
ることはむずかしく、そのためにセンター職員が研修講師とし
て、バックアップする
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女性活躍推進法は「手段」であり、一概念
ゴールは・・

女性活躍推進法・

ポジティブアクショ
ン

両輪

男女平等

機会の平等か
ら結果の平等
へ＝ゴールは
男女共同参画
社会の形成
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根底にある「ジェンダー意識」の解消
ゴールである男女共同参画社会づくりにつなげるためには
女性活躍推進に「男女共同参画の視点」を取り入れる

そのためには、地域における男女共同参
画の推進の重要な拠点である
男女共同参画センターは

企業やさまざまな組織と連携・つなが
り、

それぞれの「つよみ」や「機能」を
生かしながら

地域の実情に沿った女性の活躍を支援
していく。

横断的
取組み

女性活躍の加速の取組みの中に、男女共同参画センターをしっかり
と位置付けていただきたい
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